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第3章-3-（9）-イ

県産品の販路拡大と
地域ブランドの形成

進
捗
状
況
説
明

・産業まつり：前年より引き続き友好交流「市」「町」である、宮城県石巻市と福島県西会津町を招いての特産品販売や、ステージイベントを目当てに、
村外来客者も多く来場した。また、今回から。子供たちを対象とした芭蕉布の織物体験や、重機の操作などを体験できる｢商工会おしごと体験｣を実施
し、新たな客層の開拓を試みた。しかし、来場者数については、二日目の強風と豪雨による悪天候に見舞われ、まつりの続行が困難となり２日目途中
から中止を余儀なくされた。その為目標達成には至らなかった。

実　績

4,000 5,000 3,500

目　標

目標値
（　年度）

産業まつり参加者数

目　標 2,500 3,000 5,500 5,000

実　績

達
成
状
況
説
明

・産業まつり：誘客増のための、①ステージイベント→大宜味村特産品セリ体験を実施。②会場活用イベント→子供たちを対象とした芭蕉布の織物体
験や、重機の操作などを体験できる｢商工会おしごと体験｣を実施。③会場イベント→村産の作物を使用した｢接木講習会＆フラワーアレンジメント教
室｣を実施した。④会場活用イベント→保育園生参加シーちゃんチームVSぶながやーチームリレー対決2016を実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（23年度）
25年度 26年度 27年度

目　標 　

実　績 　

目　標 3イベント 3イベント 3イベント 3イベント

実　績 3イベント 3イベント 3イベント 3イベント

予算の状況の説明 当初計画していた事業内容はすべて実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

産業まつり誘客イベント開催支援

執行率（％）(B/A) 97.1% 100.0% 100.0% 100.0%

次年度繰越額 0 0 0 0

うち交付金充当額 3,792 9,424 1,320 1,320

B．執行済額 6,590 11,781 1,650 1,650

- - - -

A．計(b+d) 6,790 11,781 1,650 1,650

(c)増減額(b-a) ▲ 715 ▲ 2,030 0 0

28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 7,505 13,811 1,650 1,650

(b)予算現額 6,790

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度

11,781 1,650 1,650

(d)繰越額

平成24～30年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

事業内容
　観光資源（文化財、自然資源、特産品、体験事業）などの情報をより効果的に広く発信するため、大宜味村産業まつりを開催を開催し、誘客を
促進する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

Ⅲ-1-(１)

市町村名 大宜味村

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-① 大宜味村観光情報発信整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

担当部課名 産業振興課
事業実施

（予定）年度



支出先の選定方法は妥当か。
○支出先は産業まつり実行委員会であり、妥当であったと考
える。
○予算規模については適正な規模となっている。
○費目・使途についても必要なものに限定されており適切な
ものとなっている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

3,000 1,650 1,320 330 1,350

今後の取り組み方針

①開催場所については、会場周辺で充分な駐車スペースを確保することが困難なため、駐車場人員動員の増による、スムーズな誘導・駐車や、テナントレイアウ
トを工夫し改善検討していく。
②シークヮーサー苗等をメインとした、果実セリ体験など大宜味村らしいイベントを企画し、定着させることにより村外来場者の固定化を促す。
③大宜味村シークヮーサー産地振興協議会とも連携し、村の特産物であるシークヮーサーに関する展示物や活用方法の紹介を充実させる事を検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

①本村は大規模なイベント施設が無く、悪天候対策や、来場者駐車スペース
の充分な確保が常に課題である。
②大宜味村らしいイベントを定着化させる事により、村外来場者の固定化を
促すため、新イベントの定着化によるイメージ付けが課題である。
③展示会場（コーナー）におけるシークヮーサーの紹介の充実農産業をPRす
る展示コーナのスペースでの、シークヮーサーの系統及び成分表や、シー
クヮーサーの活用方法の紹介を充実させる事が課題である。

①開催場所については、会場周辺で充分な駐車スペースを確保することが
困難なため、駐車場人員動員の増による、スムーズな誘導・駐車や、テナント
レイアウトを工夫し改善検討していく。また今回のような悪天候時に対応する
ため、パワーテントの増設や、歩行者の足下確保等を検討
②シークヮーサー苗等をメインとした、果実セリ体験など大宜味村らしいイベ
ントを企画し、定着させることにより村外来場者の固定化を促す。
③大宜味村シークヮーサー産地振興協議会とも連携し、村の特産物である
シークヮーサーに関する展示物や、活用方法の紹介を充実させる事を検討
する。

大宜味村

3,000千円

補助金
1,650千円

大宜味村産業まつり実行委員会
1,650千円

村負担分（交付対象外経費）
1,350千円

誘客イベント開催支援
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進
捗
状
況
説
明

7月から9月にかけて児童生徒によるチョウの観察会及び観察結果のまとめをおこない、目標の数値を上回る児童生徒の参加があった。
また、10月には生物多様性に関するシンポジウムを開催し、120名の参加者が集まった。そのほか、モニタリング講習会の実施や先見地との交流など
を実施した。
世界自然遺産登録候補地の一つである本村は、主に生物多様性の価値が評価されているところであるが、これまで村民の多くは、その重要性を感じ
ておらず、生物多様性保全活動や取組みへの意識はほぼ無い状況である。今回、事業実施により、本村の自然環境の重要性や児童生徒の活躍、専
門家による本村の評価をシンポジウム等を通して実施したことにより、世界自然遺産にむけた受入体制整備の重要性や将来において必要とされる活
動への理解が広がった。

実　績
チョウ観察会20名

まとめ13名

120名

環境教育への参加者数（児童生徒）

目　標 各10名

29年度
目標値

（　年度）

シンポジムへの参加者数

目　標 100名

実　績

達
成
状
況
説
明

既存生物多様性情報の収集・整理とシンポジムの実施については、目標とおり実施した。
また、環境教育活動についてはチョウの観察会のまとめの回数を増やし地域の子供たちに生物多様性の重要さへの理解を
育んだ。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度

シンポジウムの開催
目　標 1回

実　績 1回

環境教育活動
目　標 10回

実　績 13回

目　標 収集整理

実　績 収集整理

予算の状況の説明 不用額346千円については委託の実績に伴う減によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

既存生物多様性情報の収集・整理

執行率（％）(B/A) 93.6%

次年度繰越額 －

うち交付金充当額 4,043

B．執行済額 5,054

A．計(b+d) 5,400

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) ▲ 155

(b)予算現額 5,400

(a)当初予算額 5,555

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

企画観光課
事業実施

（予定）年度
平成27～28年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(1)

事業内容
　平成29年度に本村を含む沖縄本島北部3村が世界自然遺産登録を目指すことから、世界自然遺産登録に対応するための、村内の組織体制づ
くりをはじめとした、観光客増大に対応する受入体制の整備を行う。

市町村名 大宜味村

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-③ 世界自然遺産登録推進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-1-(1)-（イ）

陸域・水辺環境の保全

担当部課名



〇民委託契約額以外の要素（能力、技術等）における競争に
よって業務を実施する契約の相手方を選定する必要があり、
公募型プロポーザル方式をし随意契約を行った。
〇予算規模については不用額は346千円であり、適正な規
模であったと考えている。
〇費目・使途については額の確定時において検査、確認し
ており適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

5,054 5,054 4,043 1,011 0

今後の取り組み方針

・世界自然遺産登録による観光客増大へ対応するための受入体制を一層充実させるため、地域住民へ本村の自然環境の素晴らしさを認識してもらい、自ら自然
環境保全活動などの推進などを図っていくため、子供たちを中心とした環境教育の強化や専門家を招聘したシンポジウムの開催などを推進する。
・やんばるの環境保全に向けた地域間交流や企業のCSR活動、村外や県外からの保全活動への参加などを促進する。
・地域ＮＰＯと連携し、世界遺産登録のブランドを活用した観光誘客などの産業振興の戦略構築に向けた検討を行う。
・世界遺産登録後に多くの観光客が増加した際の環境保全対策について検討を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・平成29年度の世界自然遺産登録に向けて、さらに地元住民の機運を高め
ていくためにも、地元住民や企業らがやんばるの自然の価値を評価し、保全
活動の重要性について理解を深めていくための取り組みや、実際に地元住
民や企業が保全活動に自ら取り組む仕組みつくりが必要である。
・村外、県外におけるやんばるの自然の重要性や保全の必要性について、
理解を深め、評価を高めていくことに繫がる取り組みが必要である。
・世界遺産登録の実現に向けて、そのブランドを活用した産業振興や多くの
観光客が訪れた際の環境保全対策の準備が必要である。

・世界自然遺産登録に向けた地元住民の機運を高めていくため、地元住民
がやんばるの自然の価値を評価し、環境保全に向けた取り組みへの繫がる
よう、子供たちを中心とした環境教育の強化や専門家を招聘したシンポジウ
ムの開催などを行う。
・本事業を通して知り得た関係者等を通じ、やんばるの環境保全に向けた地
域間交流や企業のCSR活動、村外や県外からの保全活動への参加などを促
進することで、やんばるの環境保全の体制整備に繋げるとともに、村外及び
県外の多くの方と連携し、世界自然遺産登録に向けた機運を高めていく。
・地域ＮＰＯと連携し、世界遺産登録のブランドを活用した観光誘客などの産
業振興の戦略を構築し取り組みを推進する必要がある。
・多くの観光客が訪れた際の環境保全対策の検討を行うことも重要である。

大宜味村

5,054千円

特定非営利活動法人やんばる

舎

5,054 千円

委託料

5,054千円
平成27年度世界自然遺産登録推進事業業務委

託
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進
捗
状
況
説
明

・村史編纂委員会、シマジマ専門部会をそれぞれ４回以上開催し、その中で「シマジマ編」の構成や編纂方針などを検討・作業を実施し
て300部発刊することができた。その本を活用することで、より深く本村の歴史文化等を紹介し、観光情報発信ツールとして利用すること
ができた。
・当初、根謝銘グスクの測量調査を行い活用範囲を把握する予定だったが、学芸員の目途が立ち、文化庁での補助事業が可能となった
ため、事業を切り替えて継続していくこととした。

実　績 未把握

完成

根謝銘城趾の活用範囲の把握

目　標 把握

目標値
（　年度）

「シマジマ編」に係る情報提供冊子の完成

目　標 完成

実　績

達
成
状
況
説
明

・村史編纂委員会、シマジマ専門部会をそれぞれ４回以上開催し、その中で「シマジマ編」の構成や編纂方針などを検討・作業を実施し
て300部発刊することができた。
・当初、根謝銘グスクの測量設計を行う予定だったが、学芸員の目途が立ち、文化庁での補助事業が可能となったため、事業を切り替え
て継続していくこととした。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

根謝銘グスク測量設計

目　標 発注

実　績 未発注

目　標 300部

実　績 300部

予算の状況の説明

当初、根謝銘グスクの測量調査を行う予定だったが、学芸員の目途が立ち、文化庁での補助事業が可能となったため、一括交付金
では実施せず、次年度以降の文化庁の補助事業で行うこととした。そのため、根謝銘グスク測量調査委託料10,940千円を減額。村
史においては、旅費として計上していた95千円、本の発行部数を3,000部から300部へ変更したことに伴い2,920千円を減額したが、印
刷製本費に不足が生じたため、2,178千円の事業間流用を行った。増減額は▲11,777千円となっている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

「シマジマ編」発刊

執行率（％）(B/A) 90.3% 95.9%

次年度繰越額 - -

うち交付金充当額 9,509 6,398

B．執行済額 11,887 7,998

A．計(b+d) 13,158 8,336

(d)繰越額 - -

(c)増減額(b-a) ▲ 1,818 ▲ 11,777

(b)予算現額 13,158 8,336

(a)当初予算額 14,976 20,113

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

村史編纂室
事業実施

（予定）年度
平成26～29年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(1)　

事業内容
　大宜味村史を検証し、自然・沖縄戦・民俗・移民等の資料を新たに編纂し、村を訪れる人たちへ情報提供ツールを作成する。また、沖縄本島最
北の築城である根謝銘城趾を調査することにより観光資源として活用していく。

市町村名 大宜味村

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-④ 大宜味村歴史と文化検証事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-1-(4)-ア

沖縄の文化の源流を
確認できる環境づくり

担当部課名



○嘱託員の採用については、公募により行っており、適正で
あった。
〇事業内容については予算規模は適正であった。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

7,998 7,998 6,398 1,600 0

今後の取り組み方針

　新村史編纂基本計画に基づき、村の歴史に関する様々な資料を収集していく。村史発刊においては、本村の歴史を検証するだけでなく村を訪れる人たちや民
泊受入家庭への情報提供ツールとともに、観光資源として活用していく。また、大宜味村史編纂室は県指定有形文化財である旧大宜味村役場庁舎の一室にあ
り、旧庁舎の見学に訪れる人たちは後を絶たない。その方たちに向けても村史を活用し情報発信していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・これまで室長1人と嘱託員で業務を行っていたが、平成27年度より職員1人
が配置され、任期の切れていた村史編纂委員会も再結成することができた。
それにより編纂委員会、専門部会も4回以上開催することができ資料収集・
編纂業務のスキル向上が図れた。
・情報提供ツールとして活用してもらうため、本の構成・編纂を行う上で本村
の歴史文化に精通し、その他のテーマに関する専門知識を有する人員の確
保が必要である。

・嘱託員2名の確保を維持した上で、編纂に必要な資料のデータ化・整理作
業を行う賃金を配置し更なる効率化を図っていく。
・現在の編纂委員、専門部会委員の方のネットワークや地域に詳しい村民の
方などに協力していただき、調査・資料収集を行う。

大宜味村

7,998千円

報酬

3,360千円

嘱託員2人分

3,360千円
嘱託員2人分の報酬

共済費

490千円

嘱託員2人分

490千円
嘱託員2人分の社会保険料

報償費

11千円

字誌編纂支援講座

講師謝礼金1人分

11千円

字誌編纂支援講座

講師謝礼金1人分

需用費

3,943千円

使用料及び賃借料

194千円
株式会社 ジムキ文明堂

194千円
コピー機リース料

事務用品

複写機カウンター料

184千円

事務用品・複写機カウンター料

光文堂コミュニケーションズ

株式会社

3,759千円
「シマジマ本編」発刊300部



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

観光周遊ルートの主要拠点である平南川駐車場の整備をおこなったことにより、受入可能な観光客数が増となった。
また、民泊受入れ農家に対しての災害や危険生物との遭遇対策などの講習会や会議を開催し、緊急連絡体制を構築した結果、大災害
時における初動や連絡体制、相互間の連携を安全かつ迅速に実施できることが可能となった。

実　績
危機管理体制の

構築

設計の完了 受入体制の整備

・受入農家との協働による民泊危機管理体
制の構築

目　標
危機管理体
制の構築

目標値
（　年度）

・主要拠点の整備完了による観光客受け入
れのための整備及び環境整備による観光
客増加

目　標
設計、工事

の完了
受入体制
の整備

実　績

策定
講演会3回

達
成
状
況
説
明

平南川駐車場は、平成23年度に実施した平南川ター滝に訪れる観光客の実態調査による調査結果では、1日あたりの車両進入台数は
平均250台であったことから、平成26年度設計段階においては土地の有効面積を最大限に活用し最大で79台で当初設計をおこなってい
た。しかし、駐車場の様々な条件（Ｕターンや対向スペースの確保）などを考慮し、75台分の整備となった。
民泊体験危機管理対策については緊急連絡体制の構築やパンフレットの作成を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

民泊体験危機管理対策の策定（講演会の
実施3回）

目　標
策定

講演会3回

実　績

目　標 計画策定
設計、

工事の完了

一般車両79台
ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ3台
身障者用2台

実　績 計画策定 設計の完了
一般車両75台
ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ3台
身障者用2台

予算の状況の説明
不用額2,646千円については委託の実績に伴う減及び、工事費の残によるものである。
減額13,848千円については委託料や工事請負費の入札残によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

平南川駐車場等整備工事

執行率（％）(B/A) 100.0% 91.8% 97.1%

次年度繰越額 - - -

うち交付金充当額 4,687 34,883 71,297

B．執行済額 5,859 43,605 89,121

A．計(b+d) 5,860 47,513 91,767

(d)繰越額 - - -

(c)増減額(b-a) ▲ 6,791 ▲ 84,488 ▲ 13,848

(b)予算現額 5,860 47,513 91,767

(a)当初予算額 12,651 132,001 105,615

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

企画観光課
事業実施

（予定）年度
平成24～27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(1)

事業内容 　観光周遊ルートの一体的な形成を図るため、主要拠点である平南川駐車場整備を行う。また、民泊危機管理計画の策定を行う。

市町村名 大宜味村

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑤ 大宜味村観光周遊ルート形成整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(2)-（ア）

国際的な沖縄観光ブランドの確
立

担当部課名



〇平南川駐車場整備では委託及び工事の業者選定は指名競争入札に
より実施しており、妥当であったと考えている。また、民泊危機管理対策
事業業務委託については、委託契約額以外の要素（能力、技術等）にお
ける競争によって業務を実施する契約の相手方を選定する必要があり、
公募型プロポーザル方式をし随意契約を行った。
〇予算規模については不用額は513千円であり、適正な規模であったと
考えている。
〇費目・使途については額の確定時において検査、確認しており適正で
あった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

89,121 89,121 71,297 17,824 0

今後の取り組み方針

　平南川駐車場は、平成29年度から本格運用とし、平成28年度は試験運用を行っており、利用者動向調査や条例の制定や指定管理の検討など本格運用に向け
た準備をおこっている。
　民泊受入危機管理対策の策定においては、今後も継続して危機管理を意識した訓練が必要であることから、継続して県や市町村が実施する講習会へ民泊受
入れ農家が参加することにより、安心・安全な受入体制を強化する。
また、マニュアルの適宜見直しにより媒体の質の向上に努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　平南川ター滝は観光客急増しているが駐車場が未整備のため、多くの路
上駐車が確認されている。今後村の観光周遊ルートの主要拠点として、さら
なる観光客の増加に対応するため駐車場の整備をおこなった。
　民泊受入れ農家には民泊利用者が安心してサービスを利用してもらうため
の講習会や会議を行い、危機管理マニュアルを作成した。
　駐車場の整備により駐車可能な車両台数が増え、受入可能な観光客数も
増となった。また、今まで駐車場が未整備なためにター滝の利用をためらっ
ていた人も利用できるようになった。
　利用者からは更衣室の整備も求める声もあった。
　受入側の緊急時の対応や行動に関する危機管理知識が習得でき、送り手
への安全面でのＰＲも可能となった。今後も継続して危機管理を意識した訓
練が必要であると確認された。

　平南川駐車場を安全に利用させるための条例設置や管理者を配置する必
要がある。
　また、進入禁止の看板も設置しているが看板を無視する利用者もいること
から、そのような利用者にたいするルール作りも必要である。
　危機管理マニュアルは適宜見直しを図り、更新し媒体の質の向上に努める
必要がある。
　また、送り手側である関係者への周知をどのように実施するかが課題とし
て残された。

大宜味村

（89,121千円）

委託料

（1,797千円）

工事請負費

（87,323千円）

NPO法人おおぎみまるごとツーリズム協会

（987千円）

テッセイ建築計画

（810千円）

大宜味村民泊体験危機管
理対策事業業務委託

平南川駐車場整備建築工
事監理業務委託

㈱沖縄緑建

（59,853千円）

(有)大喜建設

（19,008千円）

㈱宮太組

（8,462 千円）

平南川駐車場整備土木工

事

平南川駐車場整備建築工

事

平南川駐車場整備建築設
備工事



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

　ブルーツーリズム地域協議会を設立し実際に構成メンバーを対象とした講習会を開催し人材育成を行ったが、全25回の講習会に構成
メンバー全員が参加することは難しかったがおおむね6名～9名は参加した。プログラム製作にあたっては、1回のスケジュールや利用範
囲の設定、実施する参加人数を定め5件作成した。
　今回協議会の設置やプログラムの開発を実施したことにより、これまで関係者各々の構想が実現化され、民主導のブルーツーリズム
への取組みへの機運が高まり、農家民泊事業との連携や名桜大学、（一財）沖縄マリンセイフティビューロとの連携構築が図られた。

実　績 5件
大宜味型ﾌﾞﾙｰﾂｰﾘｽﾞﾑプログラムの開発

目　標 1件

実　績 6～9名

設置完了

講習会・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ参加者
目　標 10名

29年度
目標値

（　年度）

ブルーツーリズム推進協議会（仮称）の設
置

目　標 協議会の設置

実　績

達
成
状
況
説
明

ワークショップにおいてブルーツーリズム推進体制構築に関する検討を行い、組織を構築した。
講習会はシュノーケリング資格修得を目的としていたため25回と回数が増となった。
モニターツアーは第1回目に名桜大学生に協力してもらい、第2回目は奈良学園中学の生徒に協力してもらった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度

モニターツアーの実施
目　標 2回

実　績 2回

講習会・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの実施
目　標 12回

実　績
講習会25回
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ5回

目　標 検討

実　績 検討

予算の状況の説明
不用額1,462千円については委託の実績に伴う減によるものである。減額121千円については、入札の結果、当初積算
額に不用額が生じたことから、121千円を減額した。

活動目標（指
標）及び達成状

況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

ブルーツーリズム推進協議会体制の検討

執行率（％）(B/A) 79.1%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 4,423

B．執行済額 5,530

A．計(b+d) 6,992

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) ▲ 121

(b)予算現額 6,992

(a)当初予算額 7,113

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

企画観光課
事業実施

（予定）年度
平成27～28年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(1)

事業内容 　ブルーツーリズムの推進を図るため講演会やプログラム作成、人材育成組織の体制づくりなど、人材育成・組織体制の構築を行う。

市町村名 大宜味村

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑥ 大宜味ﾌﾞﾙｰﾂｰﾘｽﾞﾑ推進体制構築事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(7)-（キ）

フロンティア型農林水産業の振
興

担当部課名



〇民委託契約額以外の要素（能力、技術等）における競争によって
業務を実施する契約の相手方を選定する必要があり、公募型プロ
ポーザル方式をし随意契約を行った。
〇予算規模については不用額は1,462千円である。人件費や謝
金、旅費の実績による不用が大きく、予算規模は適正な規模であ
る。
〇費目・使途については額の確定時において検査、確認しており
適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

5,530 5,530 4,423 1,107 0

今後の取り組み方針

　大宜味ブルーツーリズム地域協議会の活動としては、平成28年度以降は実践の段階に移行し、実際に観光客を受入を行っていく。並行して協議会への参加者
の拡大に努める。継続して、緊急時の安全確保や安全対策についても名桜大学や沖縄マリンセイフティビューローと連携して引き続き講習会等を実施していきた
い。
　プログラム開発等については、これまでのｽﾉｰｹﾘﾝｸﾞによるマリンスポーツだけではなく、釣りやスキューバダイビングなど、活動の幅を広げた取り組みが検討さ
れている。また、官としても、利用環境（便益施設の整備など）の必要性や事業化について検討を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　大宜味村ではﾌﾞﾙｰﾂｰﾘｽﾞﾑにおいては、観光資源として一切活用されてい
ないことから、地元ＮＰＯと協働してブルーツーリズムにおける人材育成の組
織体制やプログラム開発をする必要があった。このため、ブルーツーリズム
の推進を図るため講演会やプログラム作成、人材育成、組織の体制づくりな
ど、人材育成・組織体制の構築をおこなった。しかしながら、生活ができるほ
どの収入が見込めないなどの理由から、協議会や資格取得プログラムへの
参加者が予想以上に少なかった。
　また、外国人観光客への対応、安全安心プログラムの確立、技術面、サー
ビス面のさらなる向上についた課題としてあげられた。
　特に課題となったのは、マリンということもあり、安全性の確保であった。全
国的にもマリンにおける事故が多発していることもあり、名桜大学や沖縄マリ
ンセイフティビューローと連携してさらなる安全性の確保に努めることが第一
優先となる。

　協議会が持続可能な運営に委託資金や構成員のさらなる参加・拡大が必
要である。よって、農家民泊との連携や一般旅行客へのPRを行い、民主導で
のブルーツーリズムの商業化が必要とされるため、プログラムや利用料金の
改善を常時検討し収入を協議会運営や雇用拡大につなげていく取組みを行
う。また、利用環境の改善など官として実施できる事業の検討を再度検討し
ていく。
　安全性の確保については、今後も名桜大学や沖縄マリンセイフティビュー
ローと連携して長期的に予防策を検討していく。また、ブルーツーリズムを観
光産業として確立していくために、関係者からの意見や利用者からのアン
ケート調査を実施する。

大宜味村

5,530千円 特定非営利活動法人おおぎみまる
ごツーリズム協会

平成27年度大宜味村ﾌﾞﾙｰﾂｰﾘｽﾞﾑ推進体制構築

事業業務委託

委託料

5,054千円
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市町村名 大宜味村

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-① 学習支援員配置事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-5-（3）-ア

確かな学力を身につける
教育の推進

担当部課名 教育委員会　教育課
事業実施

（予定）年度
平成25～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3-(1)

事業内容 　将来の大宜味村を担う大宜味村の児童生徒の基礎学力の定着を図る為、村内の小学校4校と中学校1校に学習支援員を配置する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　25年度 26年度 27年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 10,976 10,976 10,911

(b)予算現額 10,976 10,931 10,911

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 45 0

(d)繰越額 － - -

A．計(b+d) 10,976 10,931 10,911

B．執行済額 10,910 10,928 10,891

うち交付金充当額 8,728 8,742 8,713

次年度繰越額 - - 0

執行率（％）(B/A) 99.4% 100.0% 99.8%

予算の状況の説明 当初計画していた事業内容は計画どおり執行した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考える。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

小学校4名（各校1名）配置

目　標 4小学校×1人 4小学校×1人 4小学校×1人

実　績 4小学校×1人 4小学校×1人 4小学校×1人

中学校1名（各校1名）配置

目　標 1中学校×1人 1中学校×1人 1中学校×1人

実　績 1中学校×1人 1中学校×1人 1中学校×1人

達
成
状
況
説
明

・村内の小学校4校・中学校1校に各１名学習支援員を配置した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（25年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　年度）

全国学力調査での全国平均との差

小学校　全教科　5ポイント
目　標 -6ポイント 5ポイント

実　績 +6ポイント

実　績 -12ポイント

5ポイント

進
捗
状
況
説
明

・全国学力調査の全国平均点との差について、平成25年度からの比較として、小学校においては大きく改善し全国平均を上回る効果が
出ているのに対し、中学校においては改善は見られるが、目標値まで達成できていない。

-18ポイント目　標
全国学力調査での全国平均との差

中学校　全教科　5ポイント



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・小学校においては全教科平均点が全国平均を6ポイント上回っており、基
準に設定した平成25年度の全国平均から6ポイント下回っていた状況から大
きく改善されている。
・中学校において、全教科平均点が全国平均を12ポイント下回っており、基
準に設定した平成25年度の全国平均から18ポイント下回っていた状況から
は改善傾向にあるが、目標の達成には至っていない。

・小学校はこれまで本事業である学習支援員配置や、複式改善事業により個
に応じた手厚い支援を受けることができていたこともあり、全国学力調査の
結果に表れていることが考えられるが、平成28年度の学校統合後に複式学
級が解消され、単式学級の人数が増えるため、1学校に対し1人の学習支援
員配置は適正では無く、低学年・中学年・高学年の段階に応じて1人ずつ支
援員を配置することが必要である。
・中学校は改善傾向にあるものの、まだまだ全国平均や県平均との差が大き
いのは授業内での取りこぼしが多く、理解しないまま授業が進んでいる生徒
がいる現状が原因だと考えられる。授業内で取りこぼしを減らすために個に
応じた支援の拡大が必要である。

今後の取り組み方針

・小学校は平成28年度の統合後、1クラス辺りの児童数が増えることもあり、学習支援員の配置を低学年(1・2年)・中学年(3・4年)・高学年(5・6年)の3人とし、平成
27年度までの支援状況の維持・向上を図る。
・中学校は平成27年度の成果目標の達成状況から、支援員配置人数を増やすことで支援範囲を広げ、授業内での取りこぼしを減らす。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

10,891 10,891 8,713 2,178 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支援員の採用については、公募により行っており、適正で
あった。
○予算規模については不用額は20千円であり、適正な規模
であったと考えている。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要な支
援員の賃金と共済費を支払った。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

大宜味村

10,891千円

賃金
9,544千円

社会保険料（5名）
1,347千円

共済費
1,347千円

学習支援員（5名）
9,544千円

小学校4名

中学校1名

小学校4名

中学校1名
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市町村名 大宜味村

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-② 地域支援員配置事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-5-（3）-イ

豊かな心とたくましい体を
育む教育の推進

担当部課名 教育委員会　教育課
事業実施

（予定）年度
平成25～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3-(1)

事業内容  学校と地域の連携を充実させ、不登校やいじめ等に対して生徒を支援する地域支援員を配置する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　25年度 26年度 27年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 2,195 2,195 2,182

(b)予算現額 2,197 2,186 2,195

(c)増減額(b-a) 2 ▲ 9 13

(d)繰越額 - - -

A．計(b+d) 2,197 2,186 2,195

B．執行済額 2,197 2,186 2,195

うち交付金充当額 1,757 1,748 1,756

次年度繰越額 - - -

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0%

予算の状況の説明 当初計画していた事業内容は計画どおり執行した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考える。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

地域支援員配置数
　村内中学校1人

目　標 1中学校×1人 1中学校×1人 1中学校×1人

実　績 1中学校×1人 1中学校×1人 1中学校×1人

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・中学校に配置し、不登校生徒の登校支援や公民館学習を主にサポートしている。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（24年度）
25年度 26年度 27年度

目標値
（　年度）

支援対象者に対してのアンケートを行う「支
援の効果は感じられたか」の設問に対して
「効果があったと思う」の回答率　60%以上

目　標 60%

実　績 100%

【25～26年度成果目標】
不登校者出席率 目　標 27% 40% 40%

実　績 44% 48%

進
捗
状
況
説
明

・中学校に配置し、不登校生徒を主にサポートしている。学校に足が向かない為、火・木曜日は午前９時から１２時まで地域の公民館を
利用して活動するように働きかけた。村の教育相談員や区長とも連携が容易になっている。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・地域支援員の業務内容について、支援員本人の解釈と、教育委員会・学校
の解釈が異なっていることがあった。
例：支援員は登校支援の一環として家庭支援が含まれていると考え、支援員
による朝食の準備等も必要だと主張した件等
・現状の支援を要する生徒への支援で手一杯となってしまい、悩みを持って
いた生徒に対する未然の対処ができなかった。

・地域支援員は家庭へのコンタクトが必要な事から、福祉の分野に踏み込み
がちとなってしまうケースがあるため、支援の切り分け(教育分野・福祉分野)
をはっきりさせる必要がある。
・不登校の現状を見るだけではなく、未然に防いでいく意味でも不登校支援
だけを行うのではなく、学校生活内での生徒の様子を確認していく必要があ
る。

今後の取り組み方針

・地域支援員の業務内容の範囲を年度当初に支援員と学校・教育委員会で確認し、福祉分野での支援が必要であると判断した場合には要保護児童対策地域協
議会等の教育・福祉の連携を取りながら支援していく体制を作る。
・不登校等問題の未然防止の一環として、学年担任や養護教諭との情報連携や、気になる生徒の授業やイベント内での様子を実際に参加する事で確認する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

2,195 2,195 1,756 439 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支援員の採用については、公募により行っており、適正で
あった。
○予算規模については不用額は無く、適正な規模であったと
考えている。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要な支
援員の賃金と共済費を支払った。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

大宜味村

2,195千円

地域支援員（1名）
1,912千円

賃金
1,912千円

地域支援員（1名）
283千円

共済費
283千円

中学校1名

中学校1名
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市町村名 大宜味村

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-③ 「ぶながやの里」地域人材育成支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-5-（2）-イ

生涯学習社会の実現

担当部課名 教育委員会　教育課
事業実施

（予定）年度
平成25～28年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3-(1)

事業内容
　各社会教育団体の生涯学習活動及び青少年の学校外活動における学習機会の拡充を図り、その活動を通して本村の自然や文化、社会への
基礎的な興味関心を培い、地域リーダーとなる人材の育成を図るため、生涯学習活動事業を展開する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 2,285 2,285 2,517

(b)予算現額 2,285 2,285 2,517

(c)増減額(b-a) 0 0 0

(d)繰越額 - - -

A．計(b+d) 2,285 2,285 2,517

B．執行済額 2,230 2,201 2,459

うち交付金充当額 1,784 1,760 1,967

次年度繰越額 - - -

執行率（％）(B/A) 97.6% 96.3% 97.7%

予算の状況の説明 不用額があるが、備品購入での見積入札の結果と消耗品によるものであるため、適切に執行されている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

生涯学習講座

目　標 10回 10回 10回

実　績 10回 10回 11回

備品購入（ドームテント）

目　標 10セット

実　績 8セット

達
成
状
況
説
明

・生涯学習講座（青少年・各種団体（成人者））11回、講座受講者数合計351名
・備品購入（ドームテント）に関しては当初10セットを予定していたが、仕様を再考した結果、１セットあたりの単価が高くなっため、8セット
の購入となった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（24年度）
25年度 26年度 27年度

目標値
（　年度）

講座受講者数

目　標 83名 100名 100名 120名

実　績 211名 202名 351名

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・生涯学習講座（青少年・各種団体（成人者））11回、講座受講者数合計351名。
・前年度に比べ講座数が増えたこと、青少年向け講座への参加者数が増えた為昨年以上の参加者数となっている。
・以前のテントではキャンプの際に雨漏りがあったがテント購入により改善された。
・さまざまな講座を開催し、村民の学ぶきっかけづくりを提供できた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・青少年は基本的に休日を活用し講座を開催しているが、休日のイベント等
日程の調整が課題。各種団体等成人者向け講座においても同様で、他行事
等の日程調整（開催日、時間など）が必要であった..参加者のニーズに応じた
講座開催を展開していく為、講座内容も含めたアンケート調査を講座参加者
に実施した。

・講座開催の時間帯、開催日、講座内容など、アンケートの集計を参考にし
て、受講者の要望に対応していく。

今後の取り組み方針

・青少年の学校外活動においては、日程を検討し講座を開催予定。年５回
・各種団体等成人者向け講座は、アンケートの結果を参考に開催日時、内容等の調整、新たに青少年の活動と合わせた講座を展開していく予定。(年6回)

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

2,459 2,459 1,967 492 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ○大宜味村生涯学習コーディネーター配置要綱に基づき採
用した。
○予算規模及び事業内容については適正な規模であった。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

大宜味村
2,459千円

生涯学習コーディネーター

1,920千円
賃金

1,920千円

共済費
268千円

需用費
43千円

消耗品

生涯学習講座用

社会保険料

教育委員会1名

備品購入費
228千円

備品購入費

ドームテント8セット



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 大宜味村

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-④ 児童生徒等県外派遣支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-5-（4）-イ

能力を引き出し、感性を
磨く人づくりの推進

担当部課名 教育委員会　教育課
事業実施

（予定）年度
平成26～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3-(1)

事業内容
　大宜味村に在住する児童・生徒（小学生・中学生・高校生）に対し、県外で開催される運動競技又は文化関係の大会に、予選及び審査等の結
果、代表として参加する際の派遣費用を補助する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 846 1,122

(b)予算現額 846 722

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 400

(d)繰越額 - -

A．計(b+d) 846 722

B．執行済額 256 654

うち交付金充当額 204 523

次年度繰越額 - -

執行率（％）(B/A) 30.3% 90.6%

予算の状況の説明 当初予算での派遣見込額を下回った為、事業計画変更（3月）で400千円減額した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

児童生徒への県外派遣支援

目　標 35名 42名

実　績 13名 40名

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

第３２回全日本小学生ソフトテニス選手権大会（富山県）６人派遣
第９回西日本小学生ソフトテニス選手権大会（山口県）５人派遣
第１０回九州小学生ソフトテニス研修大会及び第２０回九州小学生ソフトテニス選手権大会（佐賀県）１０名派遣
第４５回九州高校新人ソフトテニス競技大会及び第４１回全日本高等学校選抜ソフトテニス競技大会九州地区予選会（熊本県）２人派遣
第３０九州ジュニア選抜インドアソフトテニス大会（熊本県）６人派遣
第２２回ヨネックス杯九州中学校ソフトテニス研修大会（佐賀県）２人派遣
第２７回都道府県対抗全中学生ソフトテニス大会及び第３１回全国ミズノカップジュニア選抜ソフトテニス選手権大会（三重県）２人派遣
第１５回全国小学生ソフトテニス大会（千葉県）７人派遣
当初の派遣見込額を下回ったが、年度開始から予算を確保していたことで、前年度よりも多くの派遣を行うことが出来た。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

派遣対象生徒の大会派遣率100％

目　標 100% 100%

実　績 100% 100%

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

県外への大会派遣を行うことで、児童生徒が他都道府県の選手等との活発な交流が図られることにより、貴重な経験を得る事が出来て
いると考えている。また島嶼列島である本村にとって、大会関係者及び保護者にも大きな経済的負担軽減に繋がっており、継続的に事
業を実施していくことが必要であると感じている。
今後も事業の周知が十分かも検討し、なるべく多くの対象児童生徒に利用してもらえるよう努めていく。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

これまでよりも保護者等への経済的負担が軽減されており、事業を継続し毎
年度実績を積むことで対象者等への認識も広がっていくと思うが、引き続き
広報誌等での事業周知及び関係者への情報通知を行う必要があると考えて
る。

年数回程度の広報誌への情報掲載や事業の通知文発送を関係者等へ実施
していく。

今後の取り組み方針

昨年度に続き村広報誌等での事業情報周知に努め、村内各学校及び保護者等へ呼びかけまたは情報の通知を行うことを考えている。
更に派遣の対象となる大会等の把握や、学校等との派遣に伴う情報の共有を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

1,308 654 523 131 654

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支出先の選定方法は、交付要綱に基づいた対象となって
いる。
○予算規模は事業内容に見合ったものと考えている。
○受益者との負担関係は対象費用の５割なので妥当と考え
ている。
○費目・使途は事業目的に即した適正なものと考えている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

大宜味村

654千円

補助金

654千円

児童生徒（40名）

654千円

県外で開催される運動競技または文化関係大会

参加者への航空賃の半額補助

自己負担分（対象外経費）

654千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

村内の観光道路危険箇所周辺の高木・雑木調査、伐採箇所の範囲を策定し、平成２７年度対象箇所の喜如嘉地域の伐採工事を行っ
た。
喜如嘉地域の伐採箇所は全て行うことができｔた。

実　績 25%

決定

・伐採工事実施率

目　標 25%

目標値
（　年度）

・伐採範囲の決定

目　標 範囲決定

実　績

達
成
状
況
説
明

・村内の観光道路、危険箇所周辺の雑木や高木の調査を行い、伐採を実施する箇所の計画範囲を策定した。
・平成２７年度対象箇所の喜如嘉地域の伐採箇所を全て行うことができ、観光道路危険箇所の減災対策ができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（  年度）
27年度 28年度 29年度

伐採工事の実施（喜如嘉地区）

目　標 伐採工事実施

実　績 実施

目　標 計画策定

実　績 策定

予算の状況の説明 不用額2,378千円については、危険箇所伐採工事の金額が完了まで確定できなかったためである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

危険箇所調査計画の策定

執行率（％）(B/A) 89.8%

次年度繰越額 －

うち交付金充当額 16,728

B．執行済額 20,911

A．計(b+d) 23,287

(d)繰越額 0

(c)増減額(b-a) ▲ 162

(b)予算現額 23,287

(a)当初予算額 23,449

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　■その他　（工事費）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

建設環境課
事業実施

（予定）年度
平成27～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-10-(2)

事業内容 　安心安全な観光道路の確保と危険箇所の減少を図るため、村内の観光道路や危険箇所周辺の生い茂った雑木や高木の伐採を行う。

市町村名 大宜味村

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-① 観光道路及び危険箇所減災対策事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-2-（4）-イ

災害に強い県土づくりと
防災体制の強化

担当部課名



〇委託・工事業者については、一般競争入札で選定しており
妥当であったと考える。
〇不用額については、伐採工事の金額が完了まで確定でき
なかったため改善が必要である。
〇費目・使途については精算段階で検査を実施しており、目
的に即し、必要なものであったと判断した。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

20,911 20,911 16,728 4,183 0

今後の取り組み方針

・伐採箇所について、各区長、広報等を活用し周辺住民へ広く周知する。
・伐採時期については、環境省等と協議（確認）を行い、時期を確定し行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　本村は、グリーンツーリズム、トレッキング、民泊事業が盛んで地域外から
の来訪者も多く、安心安全な観光道路の確保と危険箇所の減少を図るた
め、雑木や高木の伐採を行った。
伐採箇所について周辺住民への周知が不十分で協議が発生した。伐採時
期について、希少動物等の繁殖期に行ってしまった。

伐採箇所については、周辺住民へ広く周知する。伐採時期については、希少
動物等の影響を考慮して伐採時期を決定する。

大宜味村
20,911千円

委託料
7,411千円

上城技術情報株式会社

7,411千円

工事請負費
13,500円

株式会社 宮太組
13,500千円

村内危険雑木箇所調査計画策定
業務

平成２７年度村内危険雑木箇所伐
採工事(喜如嘉地域)



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 大宜味村

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-② 大宜味村立小 ・中学校安心安全防災システム導入事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-2-(4)-イ

災害に強い県土づくりと
防災体制の強化

担当部課名 教育委員会　教育課
事業実施

（予定）年度
平成27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-10-(2)

事業内容
　地震や津波などの自然災害に強い村づくりを推進するため、災害時に児童・生徒が避難誘導等が円滑に行えるように小・中学校へ緊急地震速
報端末及び無線機を整備する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,430

(b)予算現額 5,080

(c)増減額(b-a) ▲ 1,350

(d)繰越額 -

A．計(b+d) 5,080

B．執行済額 5,076

うち交付金充当額 4,060

次年度繰越額 -

執行率（％）(B/A) 99.9%

予算の状況の説明 当初計画していた事業内容は計画どおり執行した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考える。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

・地震速報等受信機器の設置

目　標
小学校及び中
学校への設置

実　績 設置完了

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・村内小学校及び中学校校舎への地震速報等受信機器の設置と、災害時連絡用トランシーバーの設置が完了している。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（  年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　年度）

児童生徒の迅速な避難誘導を可能とする
基盤整備の完了 目　標 完了

実　績 完了

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・村内小学校及び中学校校舎への地震速報等受信機器の設置と、災害時連絡用トランシーバーの設置が完了している。
・学校施設に直接地震速報等受信機器を設置することにより、行政による防災無線よりも早く地震速報や津波到達時間を児童・生徒へ
通知することができるようになった。また、災害時連絡用トランシーバーの設置により、避難時の各学年単位での避難状況の共有ができ
るようになった。
・各学校の教諭へ機器使用方法の指導まで完了しており、平成28年度に設置した機器を使用した避難訓練を最低2回予定している。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・平成27年度中の機器設置を行い、教諭への使用方法や避難訓練の指導を
行っているが、近隣市町村での導入が無いため使用に対して不慣れな状況
がある。
・津波避難先への避難路が平成28年度当初時点で工事中のため、避難訓
練において実際に避難する経路での訓練ができない。

・機器の使用について、教諭内での使用方法の確認や、実際の避難訓練を
通じた練習が必要。
・避難路完成時での避難訓練では遅く、年度当初に集団避難の訓練を行う
必要がある。

今後の取り組み方針

・年度内の避難訓練は、設置した機器を使用した訓練を最低2回以上実施し機器の使用に慣れる。また、避難路が完成する前であっても集団避難の訓練として、
避難路までの訓練や、工事中の避難路以外からの避難経路の指導を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

5,076 5,076 4,060 1,016 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○予定価格は複数業者からの見積を参考にし、指名競争入
札を実施した。
○予算規模については不用額は4千円となっており、適正な
規模であったと考えている。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要な備
品に対して支払った。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

大宜味村

5,076千円

株式会社センチュリー
5,076千円

備品購入費
5,076千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

平成28年3月にシステム導入が完了し、土地情報や各法令が一つのシステムで確認できるようになりワンストップサービスが可能になっ
た。

実　績

実現

目　標

目標値
（　年度）

・ワンストップサービスの実現

目　標 実現

実　績

達
成
状
況
説
明

統合型地理情報システム構築委託業務と法務局登記データ取込システム構築委託業務をそれぞれ行ない、互いのシステム
をリンクさせ、地理情報システムから直接登記情報を確認できるようになった。これにより地図情報・土地情報・各法令情報が
円滑に確認できるシステム構築が行えた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

・法務局登記データ取込システム構築

目　標 構築

実　績 構築

目　標 構築

実　績 構築

予算の状況の説明 当初計画していた事業内容どおり執行できた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

・統合型地理情報システム構築

執行率（％）(B/A) 100.0%

次年度繰越額 -

うち交付金充当額 5,296

B．執行済額 6,621

A．計(b+d) 6,621

(d)繰越額 -

(c)増減額(b-a) ▲ 5

(b)予算現額 6,621

(a)当初予算額 6,626

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

産業振興課
事業実施

（予定）年度
平成27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-（6）

事業内容
　農地の確保及び規模拡大を円滑に支援するため、各課所有の土地情報や各法令に係る規制情報を統一し、所有権の変化に対応した情報の
把握・管理を目的に、統合型地理情報システム構築モデル事業を実施する。

市町村名 大宜味村

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4-① 大宜味村統合型地理情報システム構築モデル事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（7）-エ

農林漁業の担い手の育成・確保
及び経営安定対策等の強化

担当部課名



〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

大宜味村
6,621千円

委託料
6,621千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。
〇支出先の選定方法について、随意契約ではあるが、業務
の得意性を勘案して、妥当であったと考えている。
〇予算規模及び業務内容については適正な規模であった。
〇費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目
的に即し必要なものであったと判断した。

6,621 6,621 5,296 1,325 0

今後の取り組み方針

統合型地理情報システムを導入し、土地に係る情報や各法令を共有できるようになり、経営農地の集積規模拡大の計画的な取組や積極的な斡旋を円滑に行っ
ていくため活用していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

これまで規模拡大を希望する担い手や農地の借り受け相談で訪れる
農家がいる中、農地の借り受け手続きを行うまでの間に土地情報や
各法令の確認に多くの時間を要していた。そのため、農地の斡旋が進
まず担い手の確保や経営規模拡大への支障、耕作放棄地が拡大す
る可能性が懸念された。これらを解消するため土地に関する情報や各
法令に係る情報を統一し貸借への円滑さが求められる。

各課にて統一した情報を共有することにより、土地情報や各法令の確
認が円滑に行えるようになった。今後は、担い手の育成から経営規模
拡大へと効率的に行えるよう検討していく必要がある。

株式会社リック
4,655千円

（統合型地理情報システム構築業務）

（株）テン・クリエイション
1,966千円

（法務局データ取込システム構築業
務）


